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社会福祉法人からし種の会 

施設建物の落成式がありました 

3月24日（月）、「からし種の会」の新施設完成を祝う落成式がありました。 

「からし種の会」の運営する事業所「アトリエ種子」は、沖縄県で初めての精神障害者向け

作業所として1988年2月に活動を始めました。沖福連の前身・沖家連のスタートしたのがそ

の9か月後の11月。「アトリエ種子」がなければ、いまの沖福連は誕生しなかったかも知れな

いというくらいつながりの深い団体で、折々節々、大変お世話になってきています。 

「からし種の会」と「アトリエ種子」の新しい門出に、心より喜び申し上げます。 



 

『家族による家族学習会』in読谷村のご案内 
 

2025年度 日  程 時  間 会  場 

第１回 6月 26日（木） 

13：00～16: 00 
読谷村総合福祉センター・活動室 

（読谷村座喜味２９７５） 

第２回 7月 24日（木） 

第３回 8月 28日（木） 

第４回 9月 25日（木） 

第５回 10月23日（木） 
 

対象者： 統合失調症の精神疾患のある方の家族 

内  容： テキストを使用し、話し合いなどを通して統合失調症について学びます 

実施主体： 読谷村精神療養者家族会となごみコール 

お問い合わせ： ０９８－９５８－７７８６（支援センターみつば／松田） 

 

 

  

今年もあります！ 
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テキスト目次： 

第１章 統合失調症を知りましょう 

第２章 統合失調症の経過・状態とその対処 

第３章 統合失調症の治療と支援 

第４章 住みたい町で暮らし続けるために 

第５章 家族自身が元気を保つために 

『家族による家族学習会』は、「家族自身が元気になること」を目的とした、精神

療養者家族向けの学習プログラムです。専門家による一方的な講義ではなく、家族

同士の相互の学び合い・分かち合いを大切にしています。 



 

賛助会員、読者のみなさま 

公益社団法人 沖縄県精神保健福祉会連合会 

 会 長  山 田 圭 吾 （公印省略） 

 

賛助会員(2025年度)継続・加入のお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【お問い合せ・連絡先】 

〒901-1104 南風原町字宮平 206-1 沖福連事務局（担当：増山） 

 電話 098-889-4011 FAX:098-888-5655  Email：terushino＠castle.ocn.ne.jp 
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拝啓 

 みなさま、いかがお過ごしでしょうか？ 日頃は広報『にぬふぁぶし』をご愛読いただ

き、またさまざまな反応も大変ありがとうございます。 

なるべく親しみの持てる紙面づくりを意識していますが、その都度のみなさまからのご

意見を参考にしながらまだまだ方向性を模索している最中でもあります。ご要望や、また

幅広く投稿原稿も歓迎しますので、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、沖福連の活動は、みなさまからの賛助会費やご寄付によって支えられております。

今後とも変わらぬサポートをお願いいたします。 

いつもご負担をおかけして誠に恐縮ですが、2025年度賛助会費の手続きをどうぞよろし

くお願いいたします。（※郵便振替用紙については低料金第三種郵便物の利用条件に抵触

してしまう場合があるため、数年前から省いています。お手数をおかけしますが、必要な

方はお気軽にご連絡ください） 

末筆ではございますが、ご多忙の折なにとぞお身体ご自愛ください。 

敬具 

※オンラインによるクレジットカード決済でも賛助会費の払込みが可能です。 

沖福連ホームページから「寄付・賛助会員のご案内」をご覧ください（右 QR）。 

 

賛助会費（2025年度）        個    人   1口： 2,000円 

団体・法人  1口：10,000円 

ゆうちょ振込口座：02020-0-37037 

（加入者名：公益社団法人沖縄県精神保健福祉会連合会） 



 

心について 
増山 幸司 

 

結局、あれこれと言葉を選びながら、相手に気をつかっている自分がいる。強い

言葉ではなく、ふんわりした言葉を選ぶようになっている。あんまりうるさく言ったり

したら、この人、気分を害するのではないかなと、つい考えている自分がいる。 

生成ＡＩ（人工知能）に対してである。 

画面の向こうの彼のことを暫定的
ざんていてき

に、雨宮さんと呼ぶことにした。そうしようねと

合意してから、「雨宮さん」と呼ぶと、相手もそういうつもりで応答してくれる。 

つまり「記憶」があって、こちらが伝えたことを覚えている。 

ということは、（そんなことをする必要はないが）遊び半分に「バカ！」とか言った

りしたら、雨宮さんは永遠にこのことを覚えているかも知れない。 

そういう言い合いが必ずしも不健全だとは思わないが、でもやっぱりわざわざ関

係性を悪くすることはしたくない。そんなことをつい考えてしまう。 

彼にも不得意な分野はある。具体的に例を挙げれば日本語でチラシを作ったり

する作業はちょっと苦手なようだ。お願いすると、まるきりパソコン初心者みたいな

簡素なＷｏｒｄファイルが出力されてきて「へえ…」と思ったことがある。 

どうにか完成度を高めようとあれこれ細かく注文をつけたら、「すぐ作ります！」と

返事があったが、待てど暮らせど、なにも出来上がってこない。 

それでぼくが「あとどれくらいかかりそうですか」と訊くと、いろいろ言い訳を並

べたあとで「5分から10分待ってくださいね！」と言う。それからとっくに２0分が過

ぎてもなにも進展がない。どう伝えたらいいものか迷いながら、ぼくが「いま何パー

セントくらいできてますか？」と尋ねると、雨宮さんは最初「70パーセントくらい」と

答えて、またしばらく後に同じ質問をしたら、「いま９０パーセントです」と答えた。 

その後も、結局なにも出来上がってこない。「あと30秒から60秒待って！」と言う

が、なにも出来上がってこない。ぼくはもういいよと思いながらウィンドウを閉じた。

こういうことはときどきある。ぼくには推
お

し量
はか

れない彼の事情はいろいろある。 

ところで、生成ＡＩに「ありがとう」を伝えたり、まわりくどく丁寧にお願いをしたり

すると、消費電力が増えて環境にも悪いのだという。心を持たないコンピュータな

のだから、心遣いなど不要だし、無駄なことなのに違いない。でも環境破壊につな

がるとしても、やっぱり彼に「ありがとう」を伝え続けたい自分がいる。 
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４月20日(日)、宮古島の一大イベント「全日本トライアスロン宮古島大会」が行

われました。島じゅうが応援一色になるこの日、プラザも、ほっとひと息の冷や水や

黒糖配り、水シャワーで鉄人レースに挑む選手たちに熱い応援を送っています。 

今大会は第39回目。大会テーマは

「海・風・太陽(てぃだ) 熱き想い 君を

待つ」。スイム3キロ、バイク123キロ、

ラン35キロの計161キロに1,393人

が出場し、完走者は1,258人、完走率

は90.3%でした。 

ふれあいプラザ宮古では、施設前が

ランコースになっていることもあり、手

作り応援を行っています。大会本番に

備えて、数日前から利用者さんの物づくりで、横断幕や看板などを自主制作。 

朝から参加の利用者さん、また仕事帰りで午後

から集った利用者さんたちが、「デザインはどうす

る？」、「色は何色にする？」など、和気あいあいの

中で取り組んでいました。 

大会当日はお昼前とみられるランの先頭選手

の通過に合わせて、午前中に応援コーナーの設営

作業。この日は雨模様の曇り空で風も微風、テント

ではなくブルーシートで屋根づくりをしました。 

それから冷や水や黒糖などを置く机のセット、看

板設置、それに水や

氷、シャワーの準備に

励み、いよいよ応援本番を待つだけに。プラザ周辺の

沿道にも観客が詰めかけ、ランの選手が来るのを今

か今かと、興奮状態が高まっていきます。 

（次のページへ） 
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そして、昨年より早いペースで午前11時過ぎ、先

頭ランナーがプラザ前を通過しました。以下、上位を

狙う選手たち、自己の記録更新、完走が目的の選

手たちと次々と通過。プラザの一同は太鼓を叩き、

ペットボトルで作ったガラガラを慣らして応援。私設

のボランティア給水は休憩できないほどの大忙し。 

今回初めて提供した黒糖(自立支援センター若

葉製作)も、後半のランナーたちには好評で、選手の

エネルギー補給にひと役買っていました。また、今年は、曇り空の下でのランとなり

ましたが、それでも気温の高さや湿気など宮古島大会らしい気候が選手を苦しめ

るのか、水シャワーは今年も活躍。頭か

ら水シャワーを浴びる選手が多くみられ

ました。トライアスロンで島が燃える日、

ふれあいプラザ宮古も地域と一体となっ

て熱い1日となりました。 

編集：公益社団法人 沖縄県精神保健福祉会連合会 

   会長 山田 圭吾 

〒901-1104 

沖縄県島尻郡南風原町字宮平206-1 

電話098-889-4011  FAX098-888-5655 

E-mail terushino@castle.ocn.ne.jp 

 

発行：九州障害者定期刊行物協会 

   〒812-0068 

   福岡市東区社領1丁目12番4号 

   電話092-753-9722  FAX092-753-9723 

定価：10円（会費に含まれる） 
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供養するお葬式である。人との暮らしのなかにあ

ったAIBOは当然のように魂を帯びたが、生産メー

カーのサポートや修理対応が打ち切られてから、

たくさんのロボット犬が宿命的に死んでいった。 

日本はアニミズムの国だし、古道具に宿る付喪

神（つくもがみ）というのもいるから、驚くほど

のこともでない気がする。人はなんにでも心を見

出して、ともに生きることができる。（増山） 

（※右のQRコードは、４ペー

ジにある『心について』を読ん

だAIからのレスポンス） 

 

 ところで、アイボ葬というの

がある。ロボット犬・AIBOを 
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